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受講して 小野 武
翻って、迂生にとって懐かしく想いおこされるのは、いま
から半世紀程も前になる大学での生活です。
貧乏学生で経済的に苦 しいうえに、暑中に冷房設備がある
わけでもな く、冬がくれば暖房器具はお粗末なもので、極め
て寒い思いをしましたが、それでも四季を通 じて、き らめい
ていたような気がいた します。
入学して日も浅いころ、キャンパスで学生同士が、「○○教授
のゼミナール…」とか 「××日のコンパ…」などと語り合って
いる言葉が、妙に新鮮に耳に響いていたのを覚えています。
親元を離れ、京都での下宿住まいで週末になると、古寺を
訪ねたり、将又、当時流行っていたジャズ喫茶で悪友達 とダ
べったりして、学業以外か らも多くのことを吸収 したように
思える4年 間でした。
昭和36年の春に卒業 して電気通信会社へ就職 し、関連企業
と合わせて40数年間をサラリーマンとして奉職 してきました。
初めがあれば終わりがあるように、一昨年退職いた し、あ
くる日から巷で云われている 「毎 日が日曜日」の生活の始ま
りです。
数ヶ月のあいだは、それなりに楽 しく感 じられた暮 らしも、
時の経過とともに、何か しら味けなく思われてきて、これで
はいかんゾ!も っと充実 した時間を過ご せないかと思案 して
いたある日、図書館で生涯学習市民開放プログラム受講生の
募集要項が目にとまりました。「渡 りに舟」とばかりに、応募
期日がくるのを待ちかねたようにして申し込み、昨年の前期
には 「文明の交流史観」と 「西洋史」の2科 目を受講させて
いただきました。
「文明論」の講義で、K教 授が述べ られている 「ち ょっと
視点を転換するだけで、ものの見方や考え方に豊富さが加わ
る。また、今まで見えていなかったものも見えてくる」 とい
うきわめて明解な言葉と、流暢な話 しぶりに魅せ られ感動を
おぼえました。
昨年後期には 「西洋史」と 「脳 と心」を受講 し、今年 は
「東洋史」と 「古典文学」を受講中です。
週2日 の講義が待ちどお しく、恥ずかしながらこういった
思いは、学生時代にはなかった現象です。できるだけ末永く
継続して受講 していきたいと想っております。
おわりに、若者達と一緒にキャンパスライフを体験できる
幸運を大切にしつつ、生涯学習市民開放プログラムの策定等
にご 尽力されておられる、福井大学共通教育センターの方々
に感謝いた し、厚く御礼を申し上げる次第です。
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